
結果２ 

「自習スペース＆フリースペース」 

●概要  

・昼はフリースペース、公民館のように使える  

・17時〜22時は自習室として使える 

・管理者は地域の住民  

・机、椅子等は近隣の学校などから貸してもらう  

●メリット 

・昼（特に休日）は地域の子どもたち向けの イベントなど 

・学校や図書館が閉まった後の時間帯 に使える 

・家の事情で塾等に通えない人が使える  

・移動しづらいという点を補える 

●問題点 

・管理者が有志である  

・利用上のルール 

・キッチンの扱い 

（イベントでは必要⇔自習室では危険）  

・資金は誰が出すのか  

（保有者or自治体or地域住民）  

背景 

　空き家の数の増加 

 

 

調査の方法 

・Webでの情報の収集  

・アイエスプランニングへの訪問  

・大学教授との意見交換  

・北野工房への訪問  

調査の概要 

●活用方法 

　＜荒廃した空き家＞ 

・コストがかかる→解体 

・古くても気にしない留学生に貸す  

　＜丈夫な空き家＞ 

・賃貸や改装することがほとんど 

・シェアハウス、カフェなども増加  
 

●空き家が減らないワケ 

空き家の状態と所有者の意思の不一致  
 

●廃校活用 

メリット…数年後に価値が出てくる  

　　　　　備品を活用できる  

デメリット…修繕、耐震の費用が高い  

参考文献・協力企業　 
国土交通省「空き家の現状と問題について」株式会社I.S planning  

東北学院大学建設工学科教授　櫻井一弥　北野工房のまち  

研究内容・目的 

１.空き家の活用方法の比較 

　➡汎用性の高い活用方法  

　　＜目的＞ 

　空き家問題へのアプローチ方法の明確化  

 

２.新たな活用方法の考案 

　　＜目的＞ 

　新たな活用方法の提案  

地域の活性化に繋がる空き家の活用方法の提案

　　　　・この問いに至った経緯やこの問いの社会的意義　　　　　　を説明。そ
の他、よく使う用語や基礎的な概念等もあれば
　　　書いておく。
・この分野を初めて聞く人にもわかるように。興味を持って
　もらえるように。問いづくり、
　先行研究調査、活動企画、調査など
　これまでの班の活動や思考過程が
　伝わるように心がけましょう。

スライドと異なり、ポスターは聴講者が何度も深く読み込む場合があります。
レイアウトや掲載情報、
色使い、写真や画像の
使い方など見やすさ、正確な
言葉遣いなどに配慮するよう
にしましょう。

・図表や写真には、その内容がわかるようなタイトルや注意書きを
つけるように。付番されているとわかりやすいですね。結果からどん
な結論が導けるのか、資料は何を示すのか、なども付記できるとよ
い。適切な資料を選定できればそれだけで探究の流れが見えるは
ずです。

夏に向けて企画を実施する班もあるかと思いますが、夏休み明けに
はポスター完成が目標です。
今の段階で進められる分は薦めておきましょう。

アクセントとしてこのような画像や図形を用いても
いいですが、あくまで探究に関する成果が
紙面・各項目の中心になるようにしてください。
余白を埋めるだけのような使い方はやめましょう

このレイアウトは一例です。
表のタイトル等もダミーです。
各班、赤字や画像部分等不要な部分は
消してください。
枠の幅や長さを調整して、適宜
カスタマイズして使ってください。

都内 郊外

利
点

需要が高い
アクセス良い

柱が太い
敷地が広い

不
利
点

柱が細い
隣と距離が近い

需要が低い
アクセスが悪い

活
用
例

賃貸、シェアハウス 飲食店など

32班

空き家について

●定義（国土交通省）

「一年以上利用の実態がない住宅」

実質的には、

「電気・ガス・水道が一年間使用されていない｣

●デメリット

・防災性の低下

・防犯性の低下

・衛生の悪化

・風景、景観の悪化

結果１ 

「賃貸」 

　メリット 

・汎用性が高い 

・設備投資が少なくリスクが小さい  

・収益物件にすることで、家賃から物件の固定資産税や修繕　 費

を捻出できる 

　デメリット 

・借り手がつかないと収益がない  

・人口減少で過疎化が進む郊外では需要がない  


